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　本号の特集は「EBM に基づく小児泌尿器科診療」
です。小児泌尿器科の治療のゴールは，疾患を治すだ
けでなく，機能（腎，排尿，生殖）を良好に保つこと
です。加えて，少しオーバーないい方をすれば，小児
泌尿器科は心身ともに健常な国民を社会に輩出するこ
とに貢献しているともいえます。
　2005 年の出生率は過去最低の 1.26 となり，総人口
は減少に転じています。逆ねずみ算式ともいえる人口
減少が続くと，2005 年の労働人口 6,650 万人は 2030 
年には 5,580 万人にまで減ると懸念されています。超
高齢化社会に入り，高齢者になにかと話題が集まって
いますが，将来の担い手である子供への教育と医療に
もっと力を注ぐべきだと思います。
　わが国の医療には随所に格差がみられます。小児医
療も，都道府県によって大きな開きがあることが読売
ウィークリー（8 月 10 日号）で取り上げられています。
小児集中治療室（PICU）が設置されている 13 の都府
県は PICU がない 34 の道県に比べ，不慮の事故死亡率
が低いそうです。
　本特集「EBM に基づく小児泌尿器科診療」を読ん
で感じたことは，医療技術は著しく進歩し，今や世界
のトップレベルになっているのに，長期成績が意外と
少ないことです。停留精巣や尿道下裂は，外観を治す
だけではなく性機能の保持が大切です。腎盂形成術や 
VUR の治療も，腎機能の保護が治療の目的ともいえま
す。
　EBM の基礎となる診療データに乏しいことは必ず

しも小児泌尿器科領域に限ったことではなく，わが国
の医療の慢性的な短所です。経験を継承する徒弟制や，
専門病院が欧米に比べ多すぎるため，1 施設あたりの
症例数が少ないことが信頼できる診療データが出にく
い原因であると思います。
　ガイドライン作成にあたっては，エビデンスを欧米
のデータに頼ることが多いのですが，欧米とは体格は
もちろん，生活習慣や風土が違うのに，欧米のデータ
を鵜呑みにしているとすれば問題です。そのためにも，
わが国固有のエビデンスが数多く出ることが求められ
ます。
　第 1 回の日本の小児泌尿器科学会は，16 年前に私の
前任の大田黒教授が主催されました。そんなこともあ
り，私は小児泌尿器科学は門外漢ながらも勉強させて
いただく機会が多く，そこで感じていることは，�1 一
般泌尿器科医は小児泌尿器科に対して関心が薄い，�2 
小児専門病院に患者が集中するため若手泌尿器科医が
研鑽する機会が少ない，�3 経験に基づく医療がまだみ
られる，�4 基礎研究が少ないため予防につながってい
ない，などです。
　これらのことから，大学に小児泌尿器科を専門とす
る教授や准教授がもっと多くてもよいのではないかと
思います。少なくとも小児専門病院との間で，研修ロー
テートを定期的にするシステムが必要です。このこと
は必ずしも小児泌尿器科に限ったことでなく，癌に片
寄っている今の医学・医療界にも問題があると思いま
す。 （郡　健二郎）
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